
　特殊な表面形状をもった無反射材料の開発に関して

ご相談を受け、形状のパラメータと反射率の関係をお

客さまと相談しながら数値化しました。この形状のパ

ラメータと反射率の関係は、製造する際の条件決定に

役立っただけでなく、特許申請にも活用されました。

　自社で測定装置を持たないお客さまから、加工する

予定の樹脂材料に関して、光学特性測定を行いたいと

のご要望がありました。樹脂材料の光学特性を把握で

きたことで、設計目標のパラメーターが明確になり、新

製品の開発にお役立ていただきました。

光音技術グループ＜本部＞ TEL 03-5530-2580お問い合わせ

c o n t e n t s
■ 特集 都産技研ブランド試験10
光学特性計測技術 

城南支所「先端計測加工ラボ」新設
平成25年度経済産業省補正予算事業

「地域オープンイノベーション促進事業」のご紹介
研究紹介　高放射材の分光放射率角度依存性評価の研究
協定締結機関のご紹介　公益財団法人東京都農林水産振興財団
設備紹介　超高精度形状測定機
MTEP専門相談員紹介　世界に勝つものづくりのコツ 第9回
校正事業者および試験所認定制度への取り組み
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表紙の写真
分光反射率・分光透過率測定に使用する
金コーティング積分球
表紙の写真は、表面処理された各
種金属板やプラスチック板、セラ
ミック板、半導体基板など表面の
粗い材料の赤外線領域における分
光反射率測定に使用するアクセサ
リーです。金コーティング積分球と
検出器を組み合わせたもので、
FT-IRの試料室に設置しています。

No.21

　私たちは、日々、太陽の光を受けて生活しています。そのため、身の周りにあるすべての製品は、太陽光と切っても切
れない関係にあります。物質がもつ光に関係した特性のことを光学特性といいますが、この光学特性は先端技術だけで
なく、さまざまな製品に幅広く関わっています。

■光学特性は、どのような製品について調べるものなので
しょうか。

海老澤：障子や窓といった日常

的な製品から、先端技術の太陽

電池まで、幅広い分野の方々が

光学特性に関するご相談にい

らっしゃいます。都産技研で

は、可視から赤外領域まで広い

範囲で透過率や反射率の測定

を行っています。また、測定パターンも豊富にありますので、

お客さまのご要望にあわせて、測定内容をご提案することも

あります。

磯田：それに加えて、赤外線の放

射率の測定についても多くのお

問い合わせをいただきます。塗

料、金属、セラミックスなど、測定

対象の種類はさまざまです。セラ

ミックスの測定では、ヒーターの

放射材としての適性評価、反射率

の高い金属の測定では、機器の熱設計利用などの目的があり

ます。また、航空宇宙用途の材料についても、放射率の測定に

関するご相談をいただくことがあります。

■相談はどんなものが多いのですか。
海老澤：「表面が曇って見えるが、これを数値で評価できない

か」というように、困っていることを具体的に評価したり、解

決するにはどうしたらいいかというような形で相談を受け

ることもあります。私たちは、その表面がどのくらい曇って

いるのかを客観的に評価するために何ができるのかを工夫

し、必要に応じて、他のグループとも協力して問題を解決で

きるようにします。

中島：他の公設試験研究機関では、光学特性についての測定

は、プラスチック、ガラスといった材料別に分かれているこ

とが多いのですが、都産技研では光の専門家が集まって一つ

のチームをつくっています。そのため、光学特性に関する評

価や技術相談などについて総合

的に対応できます。しかも、可

視、赤外と、幅広い波長領域に対

応しているので、東京都だけで

なく日本全国から相談が寄せら

れます。

■今後、どんなことに取り組んでいきたいですか。
中島：最近は、ディスプレーのような薄膜が積層した製品や

透明な材料の評価の依頼が増えてきました。そのような測定

に対応するため、光断層計測や偏光計測などを利用した非破

壊計測技術も充実させて行く予定です。メンバーの専門性を

生かして、独自の計測技術も開発していきたいと思っていま

す。具体的な取り組み方法が不明な際でも、ご相談いただけ

れば、解決策がみつかるかもしれません。まずは、お気軽にご

相談ください。

可視から赤外まで、
材料の光学特性を幅広く測定し
製品開発を支援

可視から赤外まで、
材料の光学特性を幅広く測定し
製品開発を支援

光についての相談を一手に引きうける光の専門チーム

　光学特性は、カメラ、コピー
機、ディスプレー、照明など、
光技術を利用した機器はも
ちろん、紙、日傘、化粧品、暖
房器具など、一見、光とはあ
まり関連がなさそうな分野
の製品にも大いに関係する
ものです。そのため、さまざ
まな分野のお客さまから数
多くのご相談が寄せられま
す。今回新たに『光学特性計
測技術』をブランド試験に加
え、光分野に特化したチーム
が、可視から赤外領域まで幅
広く対応し、お客さまのご要
望にお応えします。

～担当研究員から～

光音技術グループ 主任研究員　　中島 敏晴（中）
　　　　　　　　 副主任研究員　海老澤 瑞枝（左）
　　　　　　　　 研究員　　　　磯田 和貴（右）

特集 都 産 技 研 ブ ラ ン ド 試 験 1 0 　 光学特性計測技術 

UV～FIR分光透過・反射率測定

紫外可視近赤分光光度計

顕微分光測定装置

フーリエ変換赤外分光光度計(FT-IR)

放射率測定

分光放射率測定装置

偏光計測

分光エリプソメータ

支援例① 無反射材料の開発支援 支援例② 樹脂材料の光学特性測定
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材料の光学特性を幅広く測定し
製品開発を支援

可視から赤外まで、
材料の光学特性を幅広く測定し
製品開発を支援

光についての相談を一手に引きうける光の専門チーム

　光学特性は、カメラ、コピー
機、ディスプレー、照明など、
光技術を利用した機器はも
ちろん、紙、日傘、化粧品、暖
房器具など、一見、光とはあ
まり関連がなさそうな分野
の製品にも大いに関係する
ものです。そのため、さまざ
まな分野のお客さまから数
多くのご相談が寄せられま
す。今回新たに『光学特性計
測技術』をブランド試験に加
え、光分野に特化したチーム
が、可視から赤外領域まで幅
広く対応し、お客さまのご要
望にお応えします。

～担当研究員から～

光音技術グループ 主任研究員　　中島 敏晴（中）
　　　　　　　　 副主任研究員　海老澤 瑞枝（左）
　　　　　　　　 研究員　　　　磯田 和貴（右）

特集 都 産 技 研 ブ ラ ン ド 試 験 1 0 　 光学特性計測技術 

UV～FIR分光透過・反射率測定

紫外可視近赤分光光度計

顕微分光測定装置

フーリエ変換赤外分光光度計(FT-IR)

放射率測定

分光放射率測定装置

偏光計測

分光エリプソメータ

支援例① 無反射材料の開発支援 支援例② 樹脂材料の光学特性測定
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■光学特性を多角的に計測
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